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会
員
の
皆
さ
ま
へ　
　

　
　
　
　
　
　

理
事
長　

金　

子　

元　

昭
　

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」終
了
後
、

上
田
市
内
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻

す
一
方
、
母
校
は
S
G
H
（
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）
の
３
年
目
を
迎
え
、
一
段
と

活
気
に
溢
れ
て
お
り
、
心
強
い
限

り
で
す
。

　

昨
年
は
理
事
長
就
任
初
年
度
で
、

関
東
、
関
西
、
中
南
信
、
長
野
の

総
会
に
も
参
加
し
、
皆
さ
ま
と
歓

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県

内
主
要
高
校
の
同
窓
会
と
比
較
し

て
も
、
当
会
の
活
動
は
飛
び
抜
け

て
活
発
で
、
特
に
現
役
高
校
生
に

対
す
る
援
助
は
際
立
っ
て
い
ま
す
。

総
会
に
参
加
す
る
た
び
に
、
会
員

各
位
の
母
校
と
仲
間
へ
の
意
識
が

高
い
こ
と
を
再
認
識
し
、
勇
気
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
３
年
後
の
２
０
２
０
年

は
母
校
の　

周
年
で
、
既
に
校
史

１２０

編
纂
の
作
業
を
始
め
て
い
ま
す
。

現
存
の
校
史
は
昭
和　

年
頃
ま
で

４８

の
た
め
、
今
回
は
「
高
校
編
２
」

と
し
て
、
現
在
ま
で
を
記
録
す
る

予
定
で
す
。
５
月
の
総
会
で
、　
１１０

周
年
記
念
事
業
の
余
剰
資
金
を　
１２０

周
年
記
念
事
業
に
使
う
と
い
う
提

案
が
承
認
さ
れ
た
た
め
、
当
面
の

編
纂
活
動
は
継
続
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
他
の
記
念
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
学
校
と

も
相
談
し
て
決
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

母
校
は
県
内
で
も
一
二
を
争
う

大
規
模
校
と
な
り
、
S
G
H

で
海
外
と
の
交
流
も
盛
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
若
年
人

口
が
急
激
に
減
少
す
る
中
、

長
野
県
の
高
校
再
編
は
な
か

な
か
進
ま
ず
、
県
の
教
育
予

算
は
厳
し
く
な
る
ば
か
り
で

す
。
母
校
の
建
物
や
設
備
は

県
の
管
理
で
、
同
窓
会
の
援

助
対
象
外
で
す
が
、
学
習
環

境
の
改
善
と
海
外
と
の
交
流

活
動
に
は
何
ら
か
の
援
助
が

必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
会
員
の
皆
さ
ま
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発

に
し
、
母
校
の
応
援
と
会
員
相
互

の
交
流
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成29年度

 会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会ののののののののののごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案会員大会のご案内内内内内内内内内内内 
★期日　10月21日(土)

会　場煙上田東急REIホテル（旧上田東急イン）
　　　　　 国際21クリスタルホール
　　　　　 上田市天神4-24-1　TEL 0268-24-1401
　　　　　 上田駅温泉口（千曲川側）から歩いて2分

受　付煙14：00～　　開　会煙14：30
　　　　　 講演会講師／上田市立美術館　館長
　　　　　　　　　　　　　　滝澤　正幸 氏（77期）
　　　　　　演題「ポスト真田丸の今にこそ真田三代」
　　　オープニングアトラクション／室内楽班演奏
　　　会務報告

懇親会煙17：30～　　会　費煙5,000円

　

そ
ん
な
時
に
ふ
と
座
布
団
を
回
し

て
み
る
の
は
、
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。
歴

史
あ
る
校
門
を
見
る
度
、
懐
か
し
さ
と

一
緒
に
、
自
身
が
井
の
中
の
蛙
だ
っ
た

と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
入
学
当
初
の

苦
い
思
い
が
蘇
っ
て
く
る
。

　

落
ち
こ
ぼ
れ
生
徒
に
と
っ
て
毎
日
の
英
単
語
テ
ス

ト
は
ま
さ
に
地
獄
。
数
学
は
得
意
と
思
っ
て
い
た
が
、

必
死
に
板
書
し
た
解
答
の
数
式
は
、
席
に
戻
る
な
り

教
師
が
消
し
た
。
い
つ
し
か
宿
題
の
解
答
者
に
指
名

さ
れ
る
こ
と
も
無
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
非
行
に
走

る
こ
と
な
く
無
事
卒
業
で
き
た
の
は
、
自
習
時
間
に

裏
門
か
ら
抜
け
出
す
等
、
少
し
後
ろ
め
た
い
が
ワ
ク

ワ
ク
の
時
間
を
共
に
過
ご
し
た
友
人
の
お
か
げ
だ
。

　

教
室
を
移
動
す
る
際
、
何
故
か
ほ
と
ん
ど
の
生
徒

が
指
で
座
布
団
を
回
し
な
が
ら
ゾ
ロ
ゾ
ロ
歩
き
、
し

か
も
全
員
が
上
手
か
っ
た
。
授
業
中
の
ス
ト
レ
ス
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
、
単
純
な
座
布
団
回
し

が
役
立
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

苦
い
思
い
出
ば
か
り
で
は
な
く
、
古
い
校
舎
で
の

笑
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。
破
れ
た

紙
天
井
の
講
堂
で
行
っ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
時
々

羽
根
が
天
井
に
挟
ま
っ
て
、
竹
竿
で
落
と
す
の
に
一

苦
労
し
た
。
卓
球
場
と
な
っ
て
い
た
生
徒
控
室
の
床

も
ボ
ロ
ボ
ロ
で
、
い
き
な
り
相
手
が
い
な
く
な
っ
た

か
と
思
う
と
、
床
を
踏
み
抜
い
て
落
っ
こ
ち
て
い
た

事
件
も
あ
っ
た
。
松
尾
祭
前
夜
祭
に
は
、「
ミ
ス
松

尾
」コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、各
ク
ラ
ス
一
番
の“
美

人
男
子
”に
メ
イ
ク
を
施
し
て
、
競
い
合
っ
た
。

　

仕
事
で
頭
が
煮
詰
ま
っ
た
時
、
こ
っ
そ
り
座
布
団

を
回
し
て
み
る
が
、
あ
の
頃
の
よ
う
に
上
手
に
は
回

せ
な
い
。 

（
眞
）

─
─
─
─ 
紙　

面　

案　

内 
─
─
─
─

Ｐ
２　

校
長
室
か
ら
・
定
時
総
会
報
告

Ｐ
３　

支
部
だ
よ
り

Ｐ
４　

ふ
る
さ
と
だ
よ
り　

Ｐ
５　

柔
和
会

Ｐ
６　

母
校
の
班
活
動
紹
介

Ｐ
７　

同
期
会
だ
よ
り

　
　
　

Ｏ
Ｂ
会
つ
う
し
ん

Ｐ
８　

進
路
状
況
・
同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

おば

堀た

上田高等学校同窓会館（昭和３９年撮影）

中庭の藤棚（関連記事ｐ2）



（2）古 城 の 門

①卒業50周年記念同期会・懇親会
②母校への寄付　
　などを平成30年に執り行う予定です。
　詳細が決定次第お知らせいたします。
　ご期待ください。
同窓会理事　金井俊樹（４組）
代表代議員　沓掛重憲（３組）
代議員　飯島康典（８組）

直井良一（１０組）
酒井幸男（９組）
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中村和俊（６組）　　　　　
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佐藤友秋（８組）　　　　　
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平成28年度　収入と支出

経常収益　
合計 14,140千円

経常費用　
合計 15,191千円＜

経常損益　　
△1,571千円

※1 公益目的実施事業内訳
　奨学金給付　 1,000
　社会講座協賛　 321
　学力向上助成　 1,500
　学習環境整備助成　 500
　　　計　 3,321

年会費収入推移

　

年
会
費
収
入
は“
真
田
丸
効
果
”

も
あ
り
例
年
よ
り
増
加
し
ま
し
た

が
、
会
報
「
古
城
の
門　

号
」
を

５０

記
念
号
と
し
て
増
ペ
ー
ジ
、
会
報

を
創
刊
号
か
ら
P
D
F
化
し
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
に
よ
る

経
費
増
か
ら
経
常
損
益
は
マ
イ
ナ

ス
幅
が
増
加
、
こ
の
た
め
基
本
財

産
の
定
期
預
金
を
解
約
し
ま
し
た
。 　

平
成　

年
度
の
公
益
目
的
支
出

２８

額
は　

万
円（
対
計
画
＋
２
万
円
）

３３２

と
若
干
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
が
、

公
益
目
的
支
出
計
画
は
５
年
目
が

終
了
し
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
定
時
総
会
に
お
い
て

選
任
す
べ
き
理
事
・
監
事
候
補
者

を
選
考
す
る
、
役
員
選
考
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
選
考
委
員
は
、
下
記
の

方
々
で
す
。

　

実
行
委
員
会
の
設
置
、　

周
年

110

記
念
事
業
繰
越
金
の
繰
入
が
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
原
昇
理
事
（　

期
）
よ
り
退

６５

任
の
申
し
出
が
あ
り
、
丸
山
暢
久

氏
（　

期
）
が
理
事
に
選
任
さ
れ

６５

ま
し
た
。

平
成　

年
度
決
算
の
承
認

２８

公
益
目
的
支
出
計
画

　
　
　
　
　

実
施
報
告

役
員
選
考
委
員
の
選
任

 
平
成　

年
度 
定
時
総
会

２９

　

5
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
定
時
総
会
で
は
、
決
議
事
項
4
議
案

27

が
審
議
・
承
認
さ
れ
、
3
件
の
報
告
事
項
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
2
0
周
年
記
念
事
業

 
上
原
理
事
の
辞
任
、 

　
  
丸
山
氏
の
理
事
選
任

役員選考委員
 〔敬称略〕
　市川　　泉（69期）
　柳沢　　収（71期）
　曲尾　　隆（73期）
　神﨑　　久（75期）
　関　　勇次（77期）
　浅田　和樹（79期）
　丸山　忠宏（81期）

　

平
成　

年
３
月
、

２７

上
田
高
校
に
赴
任

が
決
ま
っ
て
い
た

私
は
、
送
別
会
が

あ
り
戸
倉
上
山
田

温
泉
の
老
舗
、
笹

屋
ホ
テ
ル
に
宿
泊

し
て
い
ま
し
た
。

国
の
登
録
有
形
文

化
財
で
あ
る
数
寄

屋
造
り
の
「
豊
年

虫
」
な
ど
館
内
を

案
内
し
て
も
ら
っ

た
時
、
私
の
素
性

を
知
ら
な
い
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
、

１
枚
の
古
い
写
真

を
指
し
な
が
ら

「
当
館
玄
関
前
の

こ
の
藤
は
、
現
在

の
上
田
高
校
の
敷

地
か
ら
移
し
た
も

の
で
す
が
、　

年
１００

近
く
経
ち
、
株
分

け
し
て
再
び
高
校

に
戻
し
ま
し
た
」

と
説
明
し
て
く
れ

ま
し
た
。
一
緒
に

聞
い
て
い
た
他
の

メ
ン
バ
ー
は
、
笑

い
た
い
の
を
こ
ら

え
て
い
る
よ
う
な

何
と
も
言
え
な
い
表
情
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

４
月
に
赴
任
し
て
す
ぐ
に
藤
棚

の
様
子
を
見
に
中
庭
に
行
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、藤
は
、５
月
に
な

っ
て
も
６
月
に
な
っ
て
も
花
房
を

垂
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
平
成
９
年
３
月　

日
と
い
う

２６

日
付
の
入
っ
た
脇
の
表
示
板
に
は
、

１
９
０
０
年
に
上
田
中
学
校
と
し

て
独
立
す
る
際
、
校
地
拡
張
の
た

め
県
が
買
い
上
げ
た
土
地
に
あ
っ

た
藤
を
所
有
者
が
戸
倉
町
（
現
千

曲
市
）
に
移
植
し
た
が
、
そ
の
話

を
聞
い
て
い
た
所
有
者
の
お
孫
さ

ん
が
、
株
分
け
し
て
里
帰
り
を
さ

せ
た
い
と
高
校
に
打
診
し
た
、
と

あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
平
成
９

年
３
月　

日
は
、
私
の　

回
目
の

２６

３９

誕
生
日
で
し
た
。

　

こ
ん
な
「
い
い
話
」
に
は
応
え

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
、
事
務

室
と
相
談
し
て
、
花
が
咲
く
よ
う

に
専
門
家
に
手
を
入
れ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
昨
年
の
５

月
に
は
２
房
、
今
年
は
、
写
真（
１

ペ
ー
ジ
参
照
）
の
よ
う
に
、
た
く

さ
ん
の
房
が
下
が
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

古
城
の
門
も
、
お
濠
も
、
槐（
え

ん
じ
ゅ
）
の
樹
も
、
土
蔵
も
、
そ

し
て
こ
の
藤
も
、
受
け
継
い
だ
も

の
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
に
は
、
そ

れ
な
り
の
想
い
と
努
力
が
必
要
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
本
校
の

教
育
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  藤（ふじ） 物 語
      校　長　内 堀　繁 利（７４期）

内堀   繁利 校長
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恒
例
の
文
化
交
流

会
を
昨
年　

月　

日

１１

２９

に
開
催
し
、
大
河
ド

ラ
マ
「
真
田
丸
」
に

ち
な
ん
で
、
故
郷
上

田
の
誇
り
真
田
昌
幸
・
幸
村
の
蟄

居
住
居
跡
な
ど
が
残
る
九
度
山
の

町
を
楽
し
み
ま
し
た
。「
ま
ち
な

か
語
り
部
の
会
」
会
長
中
川
明
さ

ん
か
ら
、
監
視
役
の
浅
野
家
が
真

田
家
に
同
情
的
で
、
か
な
り
自
由

で
穏
や
か
に
生
活
し
て
い
た
こ
と

な
ど
、
多
く
の
興
味
深
い
話
を
伺

っ
た
り
、
古
民
家
を
改
装
し
た
蕎

麦
屋
で
食
事
を
と
っ
た
り
と
、
知

欲
食
欲
共
に
充
足
で
き
た
一
日
で

し
た
。

　

２
月　

日
に
は
、
奈
良
女
子
大

１２

学
か
ら
中
澤
隆
先
生
を
迎
え
、

「
纒
向
（
ま
き
む
く
）
遺
跡
の
絹
が

語
る
古
代
日
本
の
養
蚕
」
を
テ
ー

マ
に
文
化
サ
ロ
ン
を
開
き
ま
し
た
。

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
名
称
は
仙

台
支
部
で
す
が
、
岩
手
・
山
形
・

福
島
な
ど
に
在
住
で
参
加
で
き
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
通
常
、

土
曜
か
日
曜
の
昼
か
ら
、
懇
親
会

を
含
め
て
２
～
３
時
間
程
度
で
す
。 　

そ
の
他
、
年
２
回
ほ
ど
ゴ
ル
フ

会
を
開
催
し
、
親
睦
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

連
絡
先
な
ど
は
同
窓
会
本
部
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

（　

期　

小
林　

邦
英
）

６３

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

遺
跡
か
ら
の
出
土
品
や
文
化
財
に

含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
を
分
析
し

て
、
素
材
や
原
料
生
物
を
特
定
し

た
結
果
か
ら
、
古
代
の
歴
史
、
文

化
、
技
術
を
語
る
と
い
う
特
異
な

世
界
を
堪
能
し
ま
し
た
。

 

（　

期　

隅
田　

修
一
郎
）

６４

　

堪
能
し
た
交
流
会
・
文
化
サ
ロ
ン

〈
関
西
同
窓
会
〉 

87期の皆さんへ　今年は当番期です。会員大会当日のご協力お願いします。

平成２８年度　秋の叙勲　
　　（平成２８年１１月３日付発令）
吉村義徳（故）（48期） 旭日双光章
荒井　 潤（44-4期）瑞宝双光章
髙野　政晴（53期） 瑞宝中綬章
片山登喜男（62期） 瑞宝小綬章
第２７回危険業務従事者叙勲　
　　（平成２８年１１月３日発令）
　斎藤　信三（65期） 瑞宝双光章
第２８回危険業務従事者叙勲　
　　（平成２９年４月８日付発令）
福島　弘文（63期） 瑞宝双光章
平成２９年度　春の褒章
　　（平成２９年４月２８日付発令）
久保田昌人（64期） 藍綬褒章
平成２９年度　春の叙勲
　　（平成２９年４月２９日付発令）
岡﨑　光雄（54期） 瑞宝中綬章
保科　俶教（56期） 旭日小綬章
土屋　正治（55期） 旭日双光章
荒井真佐次（46期） 瑞宝双光章

　栄 え あ る 受 章　
おめでとうございます（敬称略）

　

昨
年
の
支
部
総
会
を
最
後
に
、

菅
谷
昭
氏
（　

期
）
が
支
部
長
を

６０

退
任
さ
れ
ま
し
た
。　

年
間
支
部

１０

の
要
と
し
、
同
窓
会
の
発
展
に
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

新
支
部
長
に
は
、
小
池
健
一
氏

（　

期
）
が
就
任
し
、
新
体
制
で
の

６７初
仕
事
が
「
新
年
会
」
と
な
り
、

順
調
に
船
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
野

放
送
局
長
の
荻
原
久
俊
氏（　

期
）

７４

に
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
私
～
報
道
の
現

場
か
ら
『
真
田
丸
』
ま
で
」
と
題

し
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
道
に
関
わ
る
内
容
は
も
と
よ

り
、
大
阪
で
は
、「
真
田
丸
」
の
近

く
で
生
活
さ
れ
て
い
た
と
か
…
真

田
丸
で
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

　

本
年
の
総
会
は
、
昨
年
と
同
様

松
本
東
急
R
E
I
ホ
テ
ル
で　

月
１１

　

日
（
土
）
に
行
い
ま
す
。

１１
 

（　

期　

下
形　

仁
是
）

６７

　

新
体
制
ス
タ
ー
ト

　
 

〈
中
南
信
支
部
〉　

　

関
東
同
窓
会
で
は
２
月　

日
２６

（
日
）、
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館
で

女
性
同
窓
生
の
会
を
開
催
し
ま
し

た
。　

期
か
ら　

期
ま
で　

人
が

５４

８１

３５

集
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
友
家
し
づ

さ
ん
の
「
し
づ
の
源
氏
語
り
」
で
、

「
若
紫
の
巻
」
か
ら
「
光
源
氏
の
垣

間
見
」
を
原
文
で
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
食
と
一
人
３
分
間
の

ス
ピ
ー
チ
で
和
や
か
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
今
回
で
通
算　

回
１０

を
数
え
ま
し
た
。
１
９
９
５
年
に

有
志
の
方
々
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た

会
は
、
近
年
同
窓
会
活
動
の
一
環

に
組
み
込
ま
れ
て
、
年
１
回
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
女
性
同
窓
生

の
輪
が
緩
や
か
に
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
い
ま
す
。

 

（　

期　

池
田　

有
美
子
）

６９

女
性
同
窓
生
の
会
を
開
催

〈
関
東
同
窓
会
〉 

　

昨
年
、
大
先
輩
の
嶋
田
鼎
氏

（　

期
）、
堀
内
博
氏
（　

期
）
が

４９

５３

入
会
さ
れ
ま
し
た
。
医
師
、
歯
科

医
師
と
し
て
現
役
で
ご
活
躍
中
で

す
。

　

今
年
度
の
総
会
は
昨
年
同
様
秋

  
仙
台
支
部
近
況

 

〈
仙
台
支
部
〉 

　

北
海
道
同
窓
会
は
現
在　

人
の

４４

会
員
を
有
し
３
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。
恒
例
と
な
る
行
事
は
春
の

総
会
・
懇
親
会
と
秋
の
観
楓
会
、

そ
し
て
年
２
回
の
会
報
の
発
行
で

す
。
昨
年
は
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
札
幌
か
ら
離
れ
て
活
躍
す
る

会
員
と
の
交
流
を
図
る
目
的
で
、

地
区
交
流
会
を
十
勝
の
足
寄
町
で

開
催
し
ま
し
た
。
８
人
が
参
加
し
、

大
雨
災
害
に
よ
る
避
難
騒
ぎ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
同
窓
の
絆
を
更
に

深
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
５
月　

日
の
定
期
総
会

２０

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
会
員
相

互
の
交
流
と
親
睦
を
図
る
諸
活
動

を
引
き
続
き
行
う
計
画
で
す
。

　

な
お
、
北
海
道
に
在
住
す
る
同

窓
生
で
、
い
ま
だ
会
員
と
な
っ
て

い
な
い
方
も
お
気
軽
に
声
を
お
掛

け
く
だ
さ
い
。

 

（　

期　

清
澤　

通
俊
）

６４

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

　

七
夕
会
報
告

　
 

〈
長
野
支
部
〉　

設
立
３
年
目
を
迎
え
て

 

〈
北
海
道
同
窓
会
〉 

　

去
る
７
月
７
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
に
て
平
成　

年
２９

度
長
野
支
部
総
会
・
七
夕
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
部
同
窓
会
、
関
東
同
窓
会
、

中
南
信
支
部
、
母
校
か
ら
ご
来
賓

を
お
迎
え
し
て
、　

人
出
席
の
下
、

６１

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
澤
副
理
事
長
、
廣
田
教
頭
先

生
の
ご
祝
辞
で
は
、
母
校
生
徒
の

活
躍
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。
上

原
関
東
同
窓
会
長
、
小
池
中
南
信

支
部
長
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
に
お
け
る
活
発
な
同
窓
会
活
動

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
、　

期
以
降
の
若
い
会

１００

員
が　

人
（
う
ち
女
性
７
人
）
も

１２

出
席
し
、
世
代
を
超
え
て
活
発
に

交
流
し
た
思
い
出
に
残
る
七
夕
の

宴
と
な
り
ま
し
た
。

（　

期　

湯
原　

儀
芳
）

７２



第51号
　

増
田
真
七
海
さ
ん
は
３
歳
で
乗

馬
を
始
め
５
歳
か
ら
競
技
会
に
出

場
。
中
学
２
年
生
で
全
国
大
会
に

進
出
、
中
学
３
年
生
か
ら
国
民
体

育
大
会
で
は
９
年
連
続
入
賞
（
う

ち
３
回
優
勝
）
と
い
う
輝
か
し
い

成
績
を
誇
り
、
今
年
は　

回
目
の

１０

出
場
と
な
り
ま
す
。

　

上
田
高
校
定
時
制
入
学
は
２
０

０
９
年
。
朝
か
ら　

時
ま
で
上
田

１６

乗
馬
倶
楽
部
で
の
仕
事
と
練
習
、

１
時
間
目
に
間
に
合
う
よ
う
学
校

へ
急
ぐ
生
活
で
し
た
。
月
火
水
は

学
校
、
木
金
土
日
は
競
技
会
と
い

う
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
厳
し
か

っ
た
け
れ
ど
、
家
族
や
倶
楽
部
の

方
々
、
と
く
に
高
校
の
先
生
方
の

支
援
が
あ
り
２
０
１
３
年
４
年
間

で
単
位
を
得
、
卒
業
で
き
た
と
振

り
返
り
ま
す
。

　

４
年
生
（　

歳
）
の
時
、
全
国

１９

乗
馬
倶
楽
部
振
興
協
会
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
―
資
格
（
初
級
）
を　
２７０

人
中
ト
ッ
プ
、
し
か
も
最
年
少
で

取
得
し
ま
し
た
。

　

順
風
満
帆
な
競
技
人
生
だ
っ
た

の
か
と
い
え
ば
決
し
て
そ
う
で
は

な
く
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
病

気
を
し
た
り
で
辛
い
日
々
も
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　

総
合
馬
術
競
技
は
、
馬
場
、
障

害
、
野
外
の
３
分
野
が
あ
り
、
得

意
種
目
は
「
ス
ピ
ー
ド
ア
ン
ド
ハ

ン
デ
ィ
ネ
ス
２
段
階
障
害
飛
越
」

と
の
こ
と
。
長
野
県
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
強
化
指
定
選
手
と
し
て
３
年
目

の
増
田
さ
ん
で
す
。
大
い
に
応
援

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（4）古 城 の 門

～第１６回 abn八十二
 ふるさとCM大賞で受賞～

　昨年の上田市は、NHK大河ドラマ「真田
丸」の放送で全国から注目され、県内外か
ら多くの方が訪れ、大変な賑わいでした。
　この賑わいが今後も続くよう、上田市で
は、真田丸関連イベントのみならず、「ポス
ト真田丸」として注目してほしい様ざまな
ものを紹介していく予定です。
　そんな中で、“上田市は「真田丸」だけじ
ゃないよ、上田市には、他にも誇れるとこ
ろがまだまだあるよ”という想いを込めて、
PRコマーシャル「合併１０周年記念まだまだ
あるよ信州上田」を作成し、この度、「第１６
回abn八十二ふるさとCM大賞」で、応募総
数１０５作品の中から、優秀賞（市長会会長表
彰）に選ばれました。
　この「ふるさとCM大賞」は、都道府県
単位で全国的に展開されており、長野県で
も１６年にわたり実施してきました。市町村
の良さをアピールした３０秒間の未発表CM
作品で、応募により大賞等作品賞が決まり

ます。
　優秀賞を受賞したCM作品「合併１０周年
記念まだまだあるよ信州上田」は、NHK大
河ドラマ「真田丸」の放送終了後の上田市
で、引き続き盛り上がり注目されているも
のとして「ポスト真田丸」をテーマに制作
しました。今回は、①忍者、②美味だれ焼
き鳥、③ラグビーワールドカップ２０１９年の
キャンプ地誘致を目指す菅平高原、④G７
伊勢志摩サミットで振る舞われた「マリコ・
ヴィンヤード」をはじめとする上田産のワ
イン用ぶどうの４つを紹介しました。
　全体を通して地元の子どもたちが“くノ
一”に扮し、アクションシーンなどを熱演
しました。

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
め
ざ
す

 

増
田 
真  
七  
海 
さ
ん（　

期
）

ま 

な 

み

１１１

2016年　岩手国体で優勝

8888888888888888822222222222222222期期期期期期期期期期期期期期期期期 今今今今今今今今今今今今今今今今年年年年年年年年年年年年年年年年はははははははははははははははは当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番期期期期期期期期期期期期期期期期今年は当番期ででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすす
　会員大会当日のご協力お願いします。

同窓会理事　　倉沢　一彦（５組）
代表代議員　　宮島　聖二（１組）
代　議　員　　寺田　嘉彦（１組）
　　　　　　　長崎　　淳（５組）

「ポスト真田丸」PRで上田市が優秀賞

③ラグビーワールドカップ2019年のキャンプ地誘致を目指す菅平高原

④上田産のワイン用ぶどう①忍者

②美味だれ焼き鳥



（5） 上 田 高 等 学 校 同 窓 会 報平成29年（2017年）8月1日
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撮影：2組担任　坂口　浩 先生

　

国
際
柔
道
連
盟
規
約
で
は
柔
道

を
「
嘉
納
治
五
郎
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
た
肉
体
と
精
神
の
教
育
体
系

で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
で
あ

る
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
（
最
新

版
で
は
序
文
に
記
載
）。
嘉
納
師

範
は
柔
道
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本

が
初
参
加
し
た
１
９
１
２
年
の
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
五
輪
に
日
本
選
手

団
団
長
と
し
て
参
加
し
、
駅
伝
の

父
と
し
て
名
高
い
金
栗
四
三
氏
ら

も
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

平
成
の
今
日
、
匹
敵
す
る
人
物
が

思
い
浮
か
ば
な
い
ほ
ど
の
嘉
納
師

範
が
、
２
度
も
上
田
中
学
に
来
校

さ
れ
た
こ
と
を
知
る
同
窓
生
は
あ

ま
り
多
く
は
な
い
と
思
う
の
で
、

紹
介
し
ま
す
。

　

１
９
２
３
年
（
大
正　

）
に
嘉

１２

納
師
範
が
初
来
校
さ
れ
ま
し
た
。

依
田
誠
先
生
（　

期
）
の
学
生
時

１３

代
の
恩
師
で
講
道
館
最
高
幹
部
宮

川
一
貫
先
生
も
同
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
正
年
間
に
は
「
一
高
柔
道

部
」
も
来
校
し
て
い
る
の
で
、
当

時
の
柔
道
班
の
隆
盛
が
窺
わ
れ
ま

す
。
上
田
中
学
は
、
依
田
先
生
の

人
脈
で
講
道
館
と
繫
が
っ
て
い
ま

し
た
。
後
年
依
田
先
生
の
引
率
で

講
道
館
の
練
習
に
参
加
し
、
嘉
納

師
範
か
ら
直
接
昇
段

証
書
を
授
与
さ
れ
た

Ｏ
Ｂ
も
い
た
と
聞
き

ま
す
。
初
来
校
の
５

年
後
に
嘉
納
師
範
が

顧
問
と
し
て
参
画
し
、

教
え
子
を
初
代
校
長

に
し
て
灘
中
学
が
開

校
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
校
是
は

「
精
力
善
用
」「
自
他
共
栄
」
講
道

館
柔
道
の
教
え
そ
の
ま
ま
で
す
。

嘉
納
師
範
が
目
に
さ
れ
た
上
田
中

学
が
、
灘
中
学
の
設
立
に
何
ら
の

影
響
も
与
え
な
か
っ
た
と
誰
が
言

い
切
れ
る
で
し
ょ
う
か
…
。

　

１
９
３
１
年
（
昭
和
６
）
依
田

先
生
の
母
校
勤
続　

周
年
記
念
祝

１０

賀
会
を
生
徒
が
主
催
し
、
来
賓
と

し
て
嘉
納
師
範
が
２
度
目
の
来
校

を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祝
賀
会
へ

の
返
礼
と
し
て
依
田
先
生
が
贈
っ

た
品
が
、
嘉
納
師
範
に
揮
毫
を
お

願
い
し
た「
柔
和
会
旗
」で
す
。
両

面
に
「
柔
和
會　

帰
一
斎
」
と
書

か
れ
た
大
変
な
貴
重
品
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
権
威
あ
る
伝
統
の

柔
道
班
は
、
数
多
の
偉
大
な
先
輩

を
輩
出
し
て
い
ま
す
が
、
敢
え
て

２
人
紹
介
し
ま
す
。
興
味
あ
る
方

は
「
上
田
高
校
柔
和
会
史
」（
柔
和

会
編
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

先
ず
は
、
横
関
辰
雄
先
輩
（　
２３

期
）
の
全
日
本
柔
道
選
手
権
優
勝

（
昭
和　

年
）
で
す
。
詳
細
は
「
上

１０

田
高
校
も
の
が
た
り
」（
同
窓
会

編
）
も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
、
小
林
軍
治
先
輩
（　

期
）

３７

は
、
満
州
建
国
大
学
進
学
の
後
、

日
本
の
敗
戦
に
よ
り
シ
ベ
リ
ア
に

抑
留
さ
れ
た
際
、
柔
道
で
培
っ
た

“
忘
己
利
他
”
を
実
践
、
自
ら
の
帰

国
の
機
会
を
他
者
に
譲
り
抑
留
に

耐
え
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を

黙
し
て
語
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
五
色
の
虹
』（
集
英
社
）
の
発
刊

で
我
々
後
輩
も
初
め
て
知
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
伝
統
は
、
全
日
本
柔

道
形
競
技
会
に
お
い
て
前
人
未
到

の
３
種
目
制
覇
の
春
日
啓
孝
君

（　

期
）、「
五
の
形
」
四
連
覇
の
勝

７５見
藤
一
君
（　

期
）
の
活
躍
な
ど
、

７６

今
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

思
え
ば
こ
の
よ
う
な
「
権
威
あ

る
伝
統
」
は
柔
和
会
に
と
ど
ま
ら

ず
、
上
田
高
校
の
伝
統
「
試
百
難
」

そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

度
、
同
窓
の
諸
兄
諸
姉
に
お
伝
え

で
き
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
大
変
に

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

 

（　

期　

山
木　

徹
也
）

７４

大正１２（１９２３）年８月　嘉納治五郎師範　宮川一貴八段　来校記念
「上田高校柔和会史」より

　ヨーロッパの北西に位置するアイルランドは活気あふれる首都ダブリンと美しい自然、
古代遺跡や妖精伝説が息づく緑豊かな島国です。魅力にとりつかれ在住17年。政府公
認観光ガイドとして訪れる皆さんをご案内してきた経験から、このたびガイドブックエ
ッセイ『絶景とファンタジーの島　アイルランドへ』（イカロス出版）を出版しました。
　高校時代は水泳班、今は大西洋でのサーフィンが息抜きと健康法！
　2019年ラグビーワールドカップの公認キャンプ地に立候補している上田市で、ラグ
ビー世界ランキング4位のアイルランドチームがキャンプすることを願っています。
　88期　山下　直子　http://naokoguide.com/

日本を離れて   from アイルランド

権
威
あ
る
伝
統　
　
　
　
　

 

柔
和
会　

　
「
ふ
る
さ
と
だ
よ
り
」
は
、
同
窓

生
へ
地
元
の
情
報
を
伝
え
る
こ
と

を
主
な
目
的
と
し
て
編
集
さ
れ
ま

す
。
本
年
、
柔
道
班
よ
り
特
別
寄

稿
が
あ
り
、
通
常
は
「
O
B
会
つ

う
し
ん
」
に
て
掲
載
す
る
と
こ
ろ
、

原
稿
の
量
・
内
容
な
ど
を
検
討
し

た
結
果
、「
ふ
る
さ
と
だ
よ
り
」
の

欄
を
使
い
同
窓
生
に
伝
え
た
い
と

考
え
、
掲
載
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
年
は
通
常
の
「
ふ
る

さ
と
だ
よ
り
」
に
て
編
集
し
ま
す
。

 

「
古
城
の
門
」
編
集
委
員
会

儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
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○
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班

　

私
た
ち
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班

は　

人
の
班
員
で
活
動
し
て
い
ま

１５
す
。
普
段
の
練
習
は
男
子
と
い
っ

し
ょ
に
行
い
、
総
勢　

人
で
２
面

３８

と
い
う
コ
ー
ト
状
況
で
す
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
、
活
気
の
あ

る
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

冬
の
筋
ト
レ
や
基
礎
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
経
て
、
４
月
、
１
年
生
を

迎
え
、
い
よ
い
よ
３
年
生
に
と
っ

て
は
最
後
の
集
大
成
で
あ
る
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
予
選
に
臨
み
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
よ
く
メ
ン
タ

ル
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

早
け
れ
ば
た
っ
た　

点
。
そ
れ
だ

１６

け
で
試
合
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。
プ
レ
ー
を
す
る
の
は
２

人
だ
け
。
で
す
が
、
応
援
す
る
い

ま
ま
で
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
て
き

た
仲
間
の
声
は
、
必
ず
２
人
の
背

中
を
押
す
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先

輩
か
ら
受
け
継
い
だ
“
全
員
で
向

か
う
テ
ニ
ス
”
で
、
団
体
戦
も
個

人
戦
も
、
今
ま
で
で
最
も
よ
い
結

果
が
出
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
吉
池　

葵
）

○
被
服
班

　

被
服
班
は
、
現
在
３
年
生
３
人
、

２
年
生
５
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

普
段
は
一
人
ひ
と
り
が
自
由
に
小

物
や
洋
服
を
作
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
最
近
は
７
月
に
開
催
さ
れ
る

松
尾
祭
で
販
売
す
る
小
物
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
の
製
作
に
勤
し
ん
で
い

ま
す
。

　

昨
年
は
上
田
高
校
生
だ
け
で
な

く
、
大
勢
の
地
域
の
方
に
も
買
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
ま
た
た
く
さ
ん
の
方
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
心
を
込

め
て
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
３
年
生
は
３
年
間
の
班
活

動
の
集
大
成
と
し
て
お
揃
い
の
ワ

ン
ピ
ー
ス
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

今
は
限
ら
れ
た
生
地
を
計
算
し
て

切
り
出
す
こ
と
に
悪
戦
苦
闘
し
て

い
ま
す
が
、
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
何
度
も
や
り
直
し
、
時
に
は

先
生
の
助
け
を
借
り
て
、
必
ず
松

尾
祭
ま
で
に
完
成
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。
不
安
ば
か
り
で
す
が
、

完
成
し
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
る

と
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

 

（
寺
島　

有
咲
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
班

　

私
た
ち
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
班
は
、

現
在
約　

人
の
班
員
で
活
動
し
て

６０

い
ま
す
。
主
に
第
一
体
育
館
で
練

習
を
し
て
い
て
、
少
な
い
コ
ー
ト

を
ど
う
活
用
す
れ
ば
質
の
高
い
練

習
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

５
月
に
行
わ
れ
た
第　

回
東
信

１６１

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
で
は
、

女
子
団
体
戦
優
勝
、
男
子
団
体
戦

５
位
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
、

男
子
ダ
ブ
ル
ス
３
位
と
い
う
結
果

で
、
男
女
と
も
に
県
大
会
出
場
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
高
校
で
始
め
る
班

員
が
多
い
中
で
こ
の
よ
う
な
成
績

を
残
せ
た
こ
と
は
日
頃
の
練
習
の

成
果
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
３
年
生
は
県
大
会
に
向
け

て
、
２
年
生
、
１
年
生
は
新
人
戦

に
向
け
て
の
戦
い
に
な
り
ま
す
。

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生

方
や
、
い
つ
も
支
え
合
っ
て
努
力

し
て
き
た
仲
間
た
ち
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

も
日
々
努
力
を
重
ね
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
掛
川　

勇
輔
）

○
演
劇
班

　

演
劇
班
は
現
在
、
１
年
生
２
人
、

２
年
生
４
人
、
３
年
生
７
人
、
計

　

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
兼
班

１３先
の
活
動
や
生
徒
会
、
家
の
都
合

な
ど
で
参
加
で
き
な
い
人
も
い
ま

す
が
、
班
全
体
に
お
互
い
の
活
動

を
尊
重
す
る
空
気
が
あ
り
、
演
劇

班
の
ひ
と
つ
の
長
所
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
と
し
て
は
、

大
き
な
発
表
の
場
を
２
回
、
校
内

公
演
数
回
を
控
え
て
い
ま
す
。
何

だ
か
ん
だ
と
一
年
中
忙
し
く
、
な

か
な
か
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
毎

日
で
す
が
、
気
の
お
け
な
い
仲
間

と
あ
あ
で
も
な
い
こ
う
で
も
な
い

と
言
い
合
い
な
が
ら
少
し
ず
つ
劇

を
創
り
上
げ
て
い
く
過
程
に
は
、

他
で
は
味
わ
え
な
い
楽
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
劇
を
完
成
さ

せ
る
た
び
に
、
一
人
ひ
と
り
の
個

性
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

演
劇
を
観
る
こ
と
、
す
る
こ
と

の
楽
し
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
知

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
を
、

こ
れ
か
ら
も
し
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。 

 

（
高
野　

円
花
）

成　　　　　　績文化班

○◎全国高校将棋選手権・全国総文祭出場　竹下真菜美棋 道

○県高校生英語ディベート大会 ベスト4で、全国大会出場9位英 語

○全日本吹奏楽コンクール　県大会金賞で、東海大会出場銀賞吹 奏 楽

○NHK杯全国高校放送コンテスト県大会優良賞で全国大会出場
朗読部門  長谷川智彦、アナウンス部門  小宮山 岬

○全国総文祭　放送部門出場 朗読部門　長谷川智彦
○ＴＳＢ杯長野県高等学校新人放送コンテスト　朗読部門　中
村聖子　優良賞で、北信越大会・全国大会出場

○同コンテスト アナウンス部門　宮下 和 優良賞で北信越大会出場
◎「電波の日情報通信月間」記念中央式典「地域発デジタルコ
ンテンツ」総務大臣奨励賞受賞

◎第64回NHK杯全国放送コンテスト出場　アナウンス部門三
木菜月・宮田和　朗読部門中村聖子　ラジオドキュメント部
門 内川実優　小倉紫月

◎全国総文祭　放送部門出場　中村聖子

放 送

○全国ダンスドリル選手権大会甲信越大会HIPHOP女子部門　
Large編成１位で全国大会出場５位　

○ダンスドリル秋季競技大会甲信越大会　総合優勝　HIPHOP
女子部門　Large編成１位

○全国高等学校ダンスドリル冬季大会　HIPHOP女子部門　
Large編成準優勝

ダ ン ス

◎全国総文祭　「松尾文藝」７５号が県最優秀賞受賞により参加文 芸

◎全国総文祭　県高校選抜オーケストラの一員として12名出場室 内 楽 班

◎全国総文祭　県リーダーズコールの一員として4名参加合 唱

◎全国総文祭（宮城大会）　吉澤 凜 選抜美 術

◎全国総文祭（宮城大会）岩下さや夏出品書 道

成　　　　　　績運動班

○定通県大会　男子バドミントン個人ベスト８で、北信
越定通大会長野県代表　小合澤篤

定 時 制
バドミントン

○県大会優勝、全国大会で長野県代表９０㎏超級　丸山天
夢

○北信越総合大会９０㎏超級３位　丸山天夢
定 時 制 柔 道

○国体障害飛越６位　中村瑠佳定 時 制 馬 術

○全日本選抜室内選手権長野県予選個人シングルス８位
で、北信越大会出場　水出羽奈

女 子
硬 式 テ ニ ス

○北信越大会高等学校総合体育大会へ出場ベスト３２　個
人戦ダブルス　山本遥輝・両角還組

○国体二次長野県予選２位、北信越大会出場２位で、個
人戦ダブルス　両角還、本国体出場

男 子
ソフトテニス

○北信越地区高等学校軟式野球大会出場　準優勝
○全国高等学校軟式野球選手権　長野大会優勝　北信越
地区大会準優勝

◎北信越地区高等学校軟式野球長野県大会準優勝で、北
信越地区高等学校軟式野球大会に出場し優勝

軟 式 野 球

○長野県高等学校水泳競技大会６位で、北信越大会出場
　宮坂祐希　２００ｍバタフライ水 泳

◎高校総体北信越大会出場　山岸龍矢　剣 道

○北信越高等学校ハンドボール選手権大会出場
○北信越国民体育大会ハンドボール競技会に長野県選抜
選手として出場　吉田将之　久保田夏穂　今井れにあ

ハンドボール

○長野県高等学校陸上競技選手権大会　男子三段跳３位
北信越大会５位　全国大会３位　須崎修二

◎高等学校陸上競技選手権大会　男子走り幅跳び 三段
跳び 須崎修二　女子１５００ｍ久保田絢乃　女子３０００ｍ
梅村奈々子　北信越大会出場

◎全国総合体育大会　北信越大会6位により全国大会出
場　男子三段跳び　 須崎修二

陸 上 競 技

○２８年度（７月から）の実績　◎２９年度（６月まで）の実績

平成28年度～29年度春のクラブ成績
（北信越等ブロック大会以上出場分のみ）

○
定
時
制
柔
道
班

　

私
は
、
中
学
１
年
の
こ
ろ
か
ら

柔
道
を
始
め
、
約
５
年
間
柔
道
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
高
校
生
に
な

っ
て
か
ら
は
、
初
め
て
全
国
大
会
、

北
信
越
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

中
学
の
こ
ろ
は
体
調
が
悪
く
、

学
校
に
も
あ
ま
り
通
え
て
い
な
か

っ
た
た
め
満
足
に
稽
古
も
で
き
ず
、

納
得
の
い
く
試
合
も
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
高
校
に
入
っ
て

か
ら
は
体
調
も
良
く
な
り
、
仲
間

た
ち
の
協
力
も
あ
り
、
全
力
で
稽

古
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
全
国
大
会
な
ど
の
大
き
な

大
会
で
は
１
勝
も
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
す
が
、
今
ま
で
柔
道
を

通
し
て
多
く
の
仲
間
が
で
き
、
柔

道
を
続
け
て
き
て
良
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
集
中
し
て
柔
道
に
取
り
組

め
た
の
も
同
窓
会
の
方
が
た
の
援

助
を
い
た
だ
け
た
た
め
で
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
丸
山　

天
夢
）

母
校
の
班
活
動
紹
介

代表代議員　
　斉藤　達也（7組）
代議員　
　朝倉　寛之（1組）

　下林　利行（3組）
　堀内　正敏（4組）
　井沢　　誠（5組）
　中村　　拓（6組）

　清水　研吾（8組）
　大木　伸司（9組）
　竹重　慶隆（10組）

今年は
　　当番期です
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【　

期
】

５５
　

昭
和　

年
に
古
城
の
門
を
出
て
、

３２

今
年
で　

年
。　

月
に
祝
賀
の
集

６０

１１

い
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

我
が　

期
は
昭
和　

年
か
ら
、

５５

６０

毎
月
8
日
に
「　

期
の
会
」
を
開

５５

催
し
て
い
ま
す
。

　

一
杯
や
り
な
が
ら
、
高
校
時
代

の
思
い
出
に
花
が
咲
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
政
治
・
経
済
・
文
化

と
現
代
社
会
の
有
り
様
に
激
論
を

た
た
か
わ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
傘
寿
。
最
近
は
お
互
い

か
ら
だ
の
こ
と
が
心
配
に
な
っ
て

き
て
、
話
題
も
そ
ち
ら
へ
と
傾
き

ま
す
が
、「
八
十
の
三
つ
子
」
に
な

ら
ぬ
よ
う
「
八
十
の
手
習
い
」
の

準
備
に
か
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
小
林　

裕
）

【　

期
】

６５
　

卒
業
後　

年
を
迎
え
た　

期
生

５０

６５

は
昨
年
９
月　

日
に
同
期
会
を
香

１７

青
軒
で
開
催
。　

人
の
同
期
生
に

１３０

ご
参
集
い
た
だ
き
、
夜
の
袋
町
活

性
化
に
一
役
買
っ
た
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て　

人
以
上
の
同
期
生
か
ら

５０

の
寄
稿
に
よ
る
記
念
誌
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
成
し
同
期
会
参
加
者
、
希
望

者
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
好

評
で
あ
っ
た
。

　

同
時
に
、
本
年
１
月
末
を
締
め

切
り
と
し
た
母
校
へ
の
寄
附
金
を

募
り
、
結
果
３
月　

日
母
校
へ　

１５

１１０

万
円
、
同
窓
会
へ　

万
円
の
寄
贈

１０

を
行
っ
た
。
現
金
に
よ
る
寄
付
は

使
い
道
を
Ｓ
Ｇ
Ｈ
を
中
心
に
と
だ

け
の
進
言
で
あ
り
、
母
校
と
し
て

は
使
い
勝
手
が
良
く
喜
ば
れ
た
。

　

次
の
同
期
会
は
来
年
東
京
で
古

希
祝
い
と
し
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

（
布
施　

修
一
郎
）

【　

期
】

７５
　

一
昨
年
主
管
当
番
を
務
め
た
総

会
・
会
員
大
会
を
無
事
に
運
営
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
同
日
同

所
で
の
同
期
会
開
催
を
呼
び
か
け

た
と
こ
ろ
、
約　

人
の
参
加
を
得

５０

る
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
６
月　

日
開
催
の
関

２４

東
同
窓
会
総
会
を
、
我
が
期
が
副

担
当
と
し
て
仕
切
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
ち
ら
へ
も
多
く
の
同
期
生
が
参

集
。
卒
業
後
久
び
さ
の
顔
合
わ
せ

と
な
る
同
期
生
も
多
く
、
語
り
合

い
、
飲
み
明
か
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
卒
業
後　

周
年
を
迎

４０

え
る
と
と
も
に
、
多
く
の
同
期
生

が
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
定
年
延
長

の
時
代
と
な
り
、
ま
だ
ま
だ
現
役

で
頑
張
る
同
期
生
も
多
い
よ
う
で

す
。
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
捉
え
て

お
り
ま
す
。

 

（
神
﨑　

久
）

【　

期
】

８５
　

私
た
ち　

期
は
２
ヵ
月
ご
と
の

８５

定
例
会
に
加
え
、
お
盆
と
お
正
月

に
は
や
や
大
き
い
会
を「
さ
さ
や
」

で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
年
齢
的

に
子
育
て
や
仕
事
な
ど
で
な
か
な

か
参
加
で
き
な
い
方
が
多
い
の
で

す
が
、
そ
れ
で
も
定
例
会
に
は　
１０

人
程
度
、
お
盆
、
お
正
月
に
は　
２０

人
ほ
ど
の
同
期
生
が
集
ま
り
ま
す
。

同
い
年
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と

で
、
あ

り
の
ま

ま
の
自

分
を
さ

ら
け
出

せ
て
、

皆
さ
ん

ホ
ッ
と

し
た
表

情
に
な
る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
雰

囲
気
の
中
で
飛
び
出
す
話
は
毎
回

驚
き
の
連
続
で
、
つ
い
時
が
経
つ

の
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な

い
同
期
生
の
皆
さ
ん
！
た
ま
に
は

上
田
で
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し

ょ
う
！
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

 

（
茅
野　

崇
）

い
ま
す
。
深
い
意
味
を
込
め
て
命

名
し
た
大
先
輩
方
の
叡
智
に
頭
が

下
が
る
思
い
で
す
。

 

（　

期　

佐
藤　

宏
治
）

８０

◆
男
女
バ
レ
ー
班　

Ｏ
Ｂ
会
と
Ｏ

Ｇ
会
が
い
っ
し
ょ
に
活
動
す
る
よ

う
に
な
っ
て
６
年
。
１
月
３
日
に

は
、
新
年
の
ボ
ー
ル
つ
き
会
を
毎

年
続
け
て
き
て
い
る
。
現
役
と
先

輩
合
わ
せ
て
約　

人
程
が
集
い
、

６０

バ
レ
ー
を
す
る
。
そ
の
後
昼
食
会

を
開
き
、
現
役
の
活
躍
を
激
励
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
会
が
継
続
出

来
て
い
る
の
は
、
先
輩
の
皆
さ
ま

方
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
心

か
ら
感
謝
し
、
後
輩
た
ち
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

 

（　

期　

小
市　

正
輝
）

６４

2015.1.2　上田高校サッカー班OB会初蹴り

◆
硬
式
庭
球
班　

　

硬
式
庭
球
班
O
B
会
は
、　

期
７０

の
小
林
洋
一
さ
ん
を
会
長
に
現
在

約　

人
の
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３００
活
動
は
毎
年
夏
に
現
役
を
交
え
て

の
試
合
の
開
催
と
現
役
部
員
へ
の

指
導
、
支
援
が
主
で
す
。
こ
の
会

は
初
代
顧
問
の
（
故
）
安
江
昭
祐

先
生
の
呼
び
か
け
に
よ
り
始
め
ら

れ
た
も
の
で
、
昨
年
で　

回
を
数

４８

え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
中
心

メ
ン
バ
ー
が　

代
後
半
で
、
若
い

５０

世
代
の
参
加
が
少
な
い
の
が
目
下

の
悩
み
で
す
。
個
人
競
技
の
た
め

連
帯
感
が
薄
い
の
が
原
因
か
と
も

感
じ
て
い
ま
す
。

　

テ
ニ
ス
は
一
生
涯
続
け
ら
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、
O
B
同
士

で
一
生
の
お
付
き
合
い
が
で
き
る

と
い
う
魅
力
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
末
永
く
続
け
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

 

（　

期　

櫻
井　

雅
文
）

７５

◆
陸
上
班　

O
B
会
の
「
陸
文
会

（
り
く
も
ん
か
い
）」
は
、
約　

人
４００

の
会
員
で
組
織
さ
れ
、
例
年
７
月

第
１
土
曜
日
に
総
会
を
開
催
し
、

会
員
相
互
の
親
睦
と
現
役
諸
君
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
て

『
陸
文
会
』の
名
前
の
由
来
で
す
が
、

「
陸
」
は
陸
上
競
技
の
「
陸
」
に
、

も
と
も
と
中
国
由
来
の
「
六
」
を

意
味
す
る
漢
字
の
「
陸
」
を
用
い
、

そ
れ
を
真
田
氏
の
旗
印「
六
文
銭
」

に
重
ね
「
真
田
勇
士
」
の
魂
を
込

め
命
名
さ
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

さ
ら
に
「
文
」
は
「
も
ん
」
と
い

う
読
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
上
田

高
校
が
目
指
す
「
文
武
両
道
」
精

神
の
「
文
（
ぶ
ん
）」
に
も
通
じ
て

　

期
の
皆
さ
ん 

９７
 
今
年
は
当
番
期
で
す

 
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

有
限
会
社
オ
ー
ト
ボ
デ
ィ
ワ
タ
ナ
ベ

　

渡
邊　

真
司
（　

期
２
組
）

９７

　
　

東
御
市
加
沢
6
7
0
倆
1

　
　

電
話
0
2
6
8
倆　

倆
6
7
8
6

63

辰
野
電
業
株
式
会
社

　

辰
野　

渡
（　

期
４
組
）

９７

　
　

上
田
市
上
丸
子
1
9
1
倆
9

　
　

電
話
0
2
6
8
倆　

倆
2
3
2
6

42

有
限
会
社
わ
か
ま
つ
や

　

若
林　

佳
代
（　

期
７
組
）

９７

　
　

上
田
市
中
央
2
倆
4
倆
1
3

　
　

電
話
0
2
6
8
倆　

倆
1
5
8
9

22

社
会
福
祉
法
人 
大
智
会
芙
蓉
保
育
園

　

飯
島　

俊
哲
（　

期
７
組
）

９７

　
　

上
田
市
中
央
2
倆
7
倆　
55

　
　

電
話
0
2
6
8
倆　

倆
1
1
4
7

22

千
野
司
法
書
士
事
務
所

　

千
野　

祐
樹
（　

期
９
組
）

９７

　
　

上
田
市
緑
が
丘
1
倆　

倆
8

23

　
　

電
話
0
2
6
8
倆　

倆
3
2
7
7

23

有
限
会
社 
南
條
旅
館

　

鈴
木　

隼
人
（　

期
９
組
）

９７

　
　

上
田
市
別
所
温
泉
2
1
2

　
　

電
話
0
2
6
8
倆　

倆
2
8
0
0

38
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進
路
指
導
主
事　

菊
池　

文
明

　

現
役
生
、
既
卒
生
と
も
に
、
健

闘
し
ま
し
た
。
本
校
生
の
潜
在
能

力
の
高
さ
と
、
伝
統
を
強
く
感
じ

さ
せ
る
結
果
で
し
た
。

　

国
公
立
大
学
に　

人
合
格
。
長

１３０

野
県
全
体
で
国
公
立
合
格
者
数
が

減
る
中
で
、
全
国
的
レ
ベ
ル
で
も

大
変
安
定
し
た
合
格
者
数
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

　

国
公
立
大
学
の
現
役
合
格
率
は

　

％
で
し
た
。
ひ
と
つ
の
目
安
と

４１し
て
考
え
る
と
、
こ
こ
４
年
間
は

　

％
台
を
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。

４０本
校
の
現
役
生
の
「
合
格
力
」
が

安
定
し
て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

旧
帝
大
の
合
格
者
は
現
浪
合
わ

せ
て　

人
。
北
海
道
大
学
４
人
、

１９

東
北
大
学
７
人
、
東
京
大
学
２
人
、

名
古
屋
大
学
４
人
、
大
阪
大
学
２

人
で
し
た
。

　

特
記
す
べ
き
点
は
、
医
学
部
・

医
学
科
合
格
者
が
現
浪
あ
わ
せ
て

国
公
立
大
学
８
人
、
私
立
大
学
７

人
で
、
合
計　

人
だ
っ
た
こ
と
で

１５

す
。

　

今
年
度
は
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
指
定
さ
れ

て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
世
界
情

勢
が
混
沌
と
し
、
先
行
き
が
見
え

な
い
中
で
、
国
際
的
に
活
躍
で
き

る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
と
し

て
「
課
題
研
究
」
と
「
海
外
研
修
」

を
２
本
の
柱
と
し
て
取
り
組
み
、

内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
外
国
語
大
学
と
の
高

大
連
携
や
台
湾
国
立
苗
栗
高
級
中

学
と
の
姉
妹
校
締
結
な
ど
、
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
も
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
第
一
期
生
が
来

春
卒
業
し
ま
す
の
で
、
そ
の
成
果

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
大
学
改
革
」「
大
学
入
学
者
選

抜
改
革
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
」「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大

進
路
状
況
に
つ
い
て

■平成28年度末進路状況（合格者数）上田高校進路指導室調べ（6月現在）　 （　）内は、うち数で過年度卒業生
（2）3明 治 薬 科1創 価（5）9国際医療福祉（1）4名 古 屋（53）158●国立大学 
（1）6明 星3大 正（1）1獨 協 医 科1三 重（1）1旭 川 医 科
（5）10立 教2大 東 文 化 2群馬パース（2）2大 阪1帯 広 畜 産
（9）21早 稲 田5玉 川（6）8高崎健康福祉1神 戸（2）4北 海 道

2麻 布4多 摩 美 術 1埼 玉 医 科2広 島1岩 手
（3）4関 東 学 院（8）23中 央1埼 玉 工 業（1）1山 口（3）7東 北

2金 沢 工 業5津 田 塾（3）8獨 協（1）1高 知1秋 田
1長野保健医療（1）7帝 京（6）14文 教（9）34●公立大学1山 形
1諏訪東京理科（5）7 東 海（5）6千 葉 工 業（1）1釧 路 公 立（1）1福 島
（1）1清 泉 女 学 院（1）2 東 京 家 政2帝 京 平 成（1）1公立はこだて未来2筑 波

1長 野2 東 京 工 科（7）9青 山 学 院2群馬県立県
民健康科学

（2）6宇 都 宮
（1）1松 本（1）1 東京慈恵会医大2大 妻 女 子（2）5群 馬

2鈴鹿医療科学6 東 京 女 子（1）2桜 美 林4高 崎 経 済（1）3埼 玉
2南 山1 東京女子医科（1）1学 習 院（1）2前 橋 工 科（3）11千 葉
2藤田保健衛生（5）5 東 京 電 機（1）8北 里（1）6首都大学東京1電 気 通 信
（2）4名 城（1）2 東 京 都 市4杏 林（1）2横 浜 市 立 2東 京
（7）7同 志 社（9）11 東 京 農 業（6）10慶 應 義 塾2新 潟 県 立（2）3東京外国語
（16）27立 命 館（1）3 東 京 薬 科（1）2工 学 院1長 岡 造 形（1）1東 京 学 芸

2関 西（18）28 東 京 理 科（2）7國 學 院（1）2富 山 県 立1東 京 芸 術
3近 畿2 東 邦3国 士 舘（1）2石 川 県 立（1）1東 京 工 業
（1）2関 西 学 院（7）26 東 洋7駒 澤1金沢美術工芸（1）2東 京 農 工
（7）31その他の私大（16）26日 本3実 践 女 子1福 井 県 立1一 橋

1日 本 歯 科（11）21芝 浦 工 業3都 留 文 科（2）6横 浜 国 立
（1）4公立短期大学（1）3日 本 女 子1順 天 堂1山 梨 県 立 7上 越 教 育

2私立短期大学2日 本 体 育（3）6上 智1長野県看護（5）9新 潟

（1）2文科省所管外
の 大 学 校 等

（19）33法 政（1）2昭 和（1）1静 岡 県 立（7）16富 山
（1）3武 蔵（1）1昭 和 女 子（1）1大 阪 府 立（3）15金 沢

（1）5専 門 学 校 等3武 蔵 野（1）3昭 和 薬 科（62）192国公立大計（1）1福 井
（0）0就 職3武蔵野美術（3）7成 蹊（237）558●私立大学2山 梨

（17）30明 治（1）2成 城（1）1岩 手 医 科（9）28信 州
（2）8明 治 学 院9専 修（2）2東北医科薬科（1）6静 岡

母校の状況
【生徒数】 〔平成29年度〕

定時制全日制全定制
計4年3年2年1年計3年2年1年学　年
4111124888クラス数
629151721483151164168男生

徒
数

42910815485170160155女
10418252536968321324323計

生徒数：全・定合計1,072人（男545人・女527人)
教諭・講師：84人　　事務教員・助手等：10人
学校長：内堀繁利　全日制教頭：廣田昌彦
定時制教頭：山田純子　事務長：石坂秀彦
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期
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８
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に
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★
感
謝
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遍
路
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記
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宮
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期
）
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★
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映
画
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―
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）
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價
價
價
價
價
價
價
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集
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員

学
」「
国
立
大
学
の
三
分
化
」
と
い

っ
た
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

大
学
入
試
を
取
り
巻
く
環
境
は
急

速
な
勢
い
で
変
化
し
て
い
ま
す
。

進
路
実
績
に
お
い
て
、
地
域
・
保

護
者
、
及
び
同
窓
会
の
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
も
、
ご
理
解
、
ご
支
援
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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（72期）
　　甲田　英俊（72期）

〒386-0012　　　　　　　　
上田市中央1−6−24（鷹匠町）
TEL（0268）22-0859
FAX（0268）22-2122

本社　上田市中央2-5-10
代表取締役　小林　直文
　　　　　　　　　　（72期）

11111111110000000000月月月月月月月月月月22222222221111111111日日日日日日日日日日 会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会おおおおおおおおおお待待待待待待待待待待ちちちちちちちちちちししししししししししてててててててててておおおおおおおおおおりりりりりりりりりりまままままままままま 10月21日　会員大会お待ちしておりますすすすすすすすすすす

73期北 沢 真 澄副理事長
69期市 川　 泉委 員 長
73期田 口 敬 祐副委員長
58期深 町　 稔委 員
71期関　 省 吾委 員
75期川 端 知 恵委 員
76期倉 沢 史 子委 員
76期小 平 美 恵委 員
76期百 瀬 慎 一委 員
77期深 町 比 呂 志委 員
78期米 沢 久 美 子委 員
79期中 條 秀 志委 員
80期伴　 美 佐 子委 員
104期村 松　 武委 員
69期柳 沢 次 夫担当理事
74期木 村 文 厚担当理事
77期工 藤 秀 樹担当理事


